
○ 国民に対して、様々な場面で「人生の最終段階」に関する情報提供や普及啓発に対する環境の整
備が、不十分。

→人生の最終段階について「考え、話し合い、つなぐ」きっかけを作る自治体の取組の紹介。

○ 本人の意思が、家族や医療機関等で十分に共有されていないため、本人の意思に反した医療が
行われている可能性。

→医療の現場における課題とそれに対する取組の紹介。

○ 「人生の最終段階」について普段から考える機会や、本人の意思を共有する環境の整備が不十分。

→本人の意思を表明し、共有し、想いをつなげていく、地域での連携に関する取組の紹介。

＜本日のヒアリングテーマ＞

本日のヒアリングテーマ及び
意見交換のポイント

今後高齢多死社会を迎える我が国の動向を踏まえ、人生の最終段階における医療につ

いて、多様な場面での取組を参考にし、「本人の選択と本人・家族の心構え」を形成して

いくためには、どのようなことが求められるか。

＜意見交換のポイント＞
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第２回 人生の最終段階における医療の
普及・啓発の在り方に関する検討会

平 成 ２ 9 年 ９ 月 ２ ９ 日

資料１


